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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

磐田市では、10中学校で102の運動部活動

が行われているが、部員不足等の理由から単独

で活動が成り立たない部も生じており、今後その

ような状況はさらに進むことが想定される。合同

チームで大会に出場したり、合同部活動を設置

したりする学校もある。また、運動部活動顧問の

約半数が競技経験のない部活動で指導してお

り、指導に対して難しさを感じている教員も多い。

そこで、すべての中学生が自分の興味・関心に

応じ選択可能な充実した放課後活動の環境を

提供すること、そして持続可能な活動としていくこ

とを目的とし、磐田市教育委員会が運営事務

局となり、本年度から新たな地域クラブ活動

「SPO☆CUL IWATA（スポカル イワタ）」を

スタートした。当面は、原則休日のみの活動とし、

学校部活動種目以外を中心に開設している今

後、令和８年度の休日移行実施に向け、部活

動種目のクラブ開設、移行を進めていく。

財源は受益者負担を基本とするが、保護者の

費用負担の軽減や経済的困窮家庭への支援、

クラブ運営の補助等、持続可能な取組のための

財源を確保していく必要がある。また、指導者の

量の確保、資質の向上に向けた取組を進めてい

く。さらに、学校施設や市公共施設の使用方法

（優先利用）や使用料、設備・備品の利用等

の仕組みづくりを構築する。

面積 総面積163.45 k㎡

人口
165,426人

（R6.12現在）

公立中学校数 10 校

公立中学校生徒数
4,444 人

（R6.5現在）

部活動数 102 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

出典:放課後活動課資料
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・放課後活動課…地域クラブ活動の企画・運営に関すること

学校部活動の再編に関すること

指導者や財源の確保に関すること

◉首長部局

・スポーツのまち推進課、文化振興課、自治デザイン課、経済観光課

…学校体育施設、市公共施設の利用に関連すること

令和６年４月 参加者募集

令和６年５月～ 地域クラブ活動開始（４クラブ）

令和６年５月
「SPO☆CUL IWATA」開始式
第１回指導者研修会

令和６年６月 種目別検討会①

令和６年７月
地域クラブ活動 ２クラブ追加
部活動地域移行推進協議会①

令和６年８月
地域クラブ活動 １クラブ追加
中学校長意見交換会①

令和６年９月 地域クラブ活動 １クラブ追加

令和６年10月 種目別検討会②

令和６年11月
部活動地域移行推進協議会②
中学校長意見交換会②

令和７年１月
第２回指導者研修会
種目別検討会③

令和７年２月
「SPO☆CUL IWATA」活動報告会
中学校長意見交換会③

令和７年３月 「SPO☆CUL IWATA」地域説明会

出典:ロードマップ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 10 校 実施した地域クラブ総数 ８ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ０ クラブ（０ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ８ クラブ

全体の指導者・運営スタッフ数 41 人

令和６年４月
「SPO☆CUL IWATA」募集案内
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末尾に（新）

を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期
間

活動場所
指導者・ス
タッフ数

活動費
（参加費とは別）

大会参加

竜洋ボクシング
クラブ

磐田市教
育委員会

ボクシング（新） 週１回（日曜日）
14時
～17時

１年：１ ５月～
竜洋ボクシン
グクラブトレー
ニング場

５人 月1,200円 なし

SBC磐田
磐田市教
育委員会

バドミントン（新）
月３回程度
（日曜日を基本）

17時
～19時

２年：４
１年：４

５月～
磐田市総合
体育館 等

６ 人 ０円 なし

Southサッカー
クラブ

磐田市教
育委員会

サッカー（新） 週１回（日曜日）
19時
～21時

３年：１
１年：３

５月～
磐田第一中
グラウンド

９ 人 ０円 なし

スポカル磐田
剣道クラブ

磐田市教
育委員会

剣道（新） 週１回（土曜日）
9時
～12時

３年：１
２年：２
１年：４

５月～
磐田剣道連
盟 道場

３ 人 半年6,000円
地域クラブ
で参加

SPO☆CUL
ダンスクラブ

磐田市教
育委員会

ダンス（新）
月３回
（土曜日か日曜日）

午後で
1時間半

３年：１
２年：１
１年：10

７月～
豊岡中央交
流センター他

３人 0 円 なし

クラブ空手道
極真館

磐田市教
育委員会

空手（新） 週１回（水曜日）
18時半
～20時

１年：１ ７月～
竜洋体育セ
ンター

２人 月1,000円 なし

スポカル磐田
空手道クラブ

磐田市教
育委員会

空手（新）
週２回
（月曜日と土曜日）

19時
～21時

２年：１
１年：３

８月～
磐田市騒動
体育館
磐田南小

10人 0 円 なし

ふじゴルフ
倶楽部

磐田市教
育委員会

ゴルフ（新） 週１回（土曜日）
14時
～16時

２年：２
１年：１

９月～
インドアゴルフ
磐田

３人 0 円 なし

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●＜２月＞SPO☆CUL見学・体験会の実施（対象：小６、中１・２）

※ 参加費2,000円／月
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

ボクシング、バドミントン、剣道、サッカー
ダンス、空手、ゴルフ

運営団体名 磐田市教育委員会放課後活動課

期間と日数

５月～ ４クラブ
７月～ ２クラブ
８月～ １クラブ
９月～ １クラブ

週２回 １クラブ
週１回 ５クラブ
月３回 ２クラブ

指導者の主な属性 地域の指導者

活動場所 市内公共施設、各クラブ所有施設

主な移動手段 保護者等による送迎、自転車

１人あたりの参加会費
等（年額）

〇 参加費 24,000円
〇 活動費
・12,000円 ２クラブ
・14,400円 １クラブ

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●「SPO☆CUL IWATA」 活動概要

●運営事務局（磐田市教育委員会放課後活動課） ３名

役割 (1)参加生徒の募集
(2)参加費の徴収

(3)参加生徒、指導者の保険加入
(4)各クラブとの連絡、調整
(5)指導者の勤務把握、指導者謝金の支払い
(6)指導者研修会の開催（年２回）
(7)クラブ代表者会の開催（年２回。５月、２月）

(8)その他、磐田市地域クラブ活動全体に関すること

●クラブ指導者（クラブによる）

役割 (1)クラブの運営（練習計画の作成、生徒・保護者への連絡 等）
(2)生徒への指導（実技指導、生徒指導）
(3)活動費の徴収・管理

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

出典:放課後活動課資料
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取組内容

2.実証内容と成果

〇市教育委員会が運営事務局

となり、地域クラブ活動「SPO☆

CUL IWATA」を運営し、地域

で活動する団体や個人による参

画について、要件や基準を設定

し、活動を認可する。

〇運営の効率化、負担軽減の

ため、参加者入会事務や管理、

会費徴収、参加者・指導者への

連絡等にICTを活用する。

〇学校部活動にない種目を中心に募集した。当初、５クラブ

を想定していたが、令和７年１月現在で８クラブ開設できた。

〇参加した中学生40人を対象にしたアンケートの結果、96%

の生徒が「スポカルの活動に満足している」と回答し、充実した

活動ができていたと伺える。

〇令和６年３月に㈱ユーフォリアと連携協定を締結し、連絡

機能、会費徴収機能を有する運営管理アプリ「Sgrum」を活

用した。（令和６年度はトライアル）運営事務局、指導者、

生徒間の連絡がスムーズにできた。参加費の徴収もアプリ内で

完結でき、未納者がいない。参加した生徒の保護者40人のア

ンケートの結果、入会手続きや支払方法が分かりやすいと回答

した保護者が７割、指導者への連絡がしやすいと回答した保

護者が６割で、概ね高評価だった。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇中学生の選択肢を広げるため、既存の学校部活動種目以外のクラブをさらに開設する。

（令和７年度はさらにトランポリン、女子ラクロス、eスポーツを開設予定）

〇運営管理アプリの導入１年目で、まだまだ操作に慣れないと感じている保護者や指導者もいる。

ＤＸの活用をさらに推進する。

「Sgrum」について

① 申し込み方法は分かりやすかったですか。

② 支払方法は分かりやすかったですか。

③ 使いやすかったですか。

令和６年11月 生徒・保護者アンケートより
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取組内容

2.実証内容と成果

〇令和５年９月に市教育委員会

が設置した地域指導者人材バンク

を活用し、指導者を確保する。

〇スポーツ協会、競技団体、大学、

企業等に働きかけ、指導者を確保

する。

〇クラブ指導者に対して、研修会を

実施する。

〇ホームページや広報誌に公開したり、スポーツ協会へ働きかけたりして、52名の登

録者を確保できた。そのうち、７名の登録者を運動部の部活動指導員として任用し

た。また、ダンスの登録者は地域クラブを立ち上げた。

〇令和７年３月に、地域クラブ活動に参加し、中学生の活動を支えようと考えてい

る団体、個人や競技協会、連盟、少年団等を対象に、 「SPO☆CUL IWATA」説

明会の開催を予定している。事業の概要や参画要件等の説明を行う。地域への理

解を広め、今後、参画団体を募集し、令和８年度の休日完全実施につなげる。

〇５月、１月に、指導者研修会を開催した。５月は「子ども理解」、１月は「救命

救急」をテーマに行った。１月は、本市にある静岡産業大学スポーツ科学部と連携し

て行った。

52名（R7.2現在）

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 2名

20代 8名
30代 7名

40代 14名
50代 10名

60代以上 10名
不明 １名

人材バンクの年齢構成

・陸上競技 9名

・野球 ７名
・バレーボール ５名

・サッカー ６名
・バスケットボール ３名

・柔道 ２名
・ダンス ２名

・その他スポーツ ６名
・文化系 13名

（延べ人数）

種目

有資格者 23名

（57.5%）

＜資格名＞

・JSPO公認 ５名

・各種協会公認 11名

・部活動指導員検定

・理学療法士 等

資格有無登録者属性

職業

・会社員 20名
・自営業 11名

・公務員 4名
・無職 9名

・パート 2名
・非常勤講師 1名

・NPO法人代表 1名
・大学生 3名

↓

人
材
バ
ン
ク
募
集
チ
ラ
シ

↑

地
域
説
明
会
の
チ
ラ
シ
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取組内容

2.実証内容と成果

【対象】・地域クラブ指導者 ・部活動指導員

・外部指導者 ・人材バンク登録者（大学生のみ）

【内容】

＜第１回＞

①指導者としての考え方 ②子ども理解からよりよい集団へ

＜第２回＞

部活動や地域クラブ活動におけるリスクの存在と緊急時対応

【工夫した点】

・第１回は、種目に関係なく大切である子ども理解を扱った。教員の時

に学んだ知識や経験を生かしたワークショップを行った。

・第２回は、講師を静岡産業大学スポーツ科学部准教授中井真吾

氏に依頼した。緊急時対応についての研修動画を作成した。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

＜第１回＞

〇「スポーツを学ぶ」のではなく「スポーツで学ぶ」というフレーズが印象的

だった。スポーツをしているとどうしても勝ち負けや順番にこだわってしまいが

ちだが、子供たちが人としてどれだけ成長したか？自分自身や仲間のこと

をしっかり認めることができたか？そう言う部分に着目して指導していけるよ

うに心掛けたい。

〇子供の数が減っていく中で、より広い種目の部活動を選択出来る機会

や、地域の外部指導者・大人たちとの係わり、他校の生徒たちの繋がり

が増えて、心身ともに健全な青少年育成に務めていきたいと感じる。

＜第２回＞

〇運動することには、事故や熱中症など常にリスクが存在するため、救命

措置の仕方や練習前の体調チェック、水分摂取などの重要性を忘れず、

安全確保を最優先で指導するようにしなければと改めて理解できた。

〇怪我、事故の要因は色んなところにある、予想していないことでの事故

にも対応できるよう、事前に危険箇所の確認、予防は必要。 AEDなども

慌てずに使用できるように講習会など参加したい。

受講者の声

指導者研修の参加実績

＜第１回＞

日時 令和６年５月13日（月）19:00～20:00（対面）

参加人数 39人／62人 ※欠席者はレポートを提出

＜第２回＞

日時 令和７年１月20日（月）～２月21日（金）

この期間内の都合の良い時間（オンデマンド）

参加人数 56名／108名（R7.2.26現在）

〇指導者の質の向上、量の確保のために、人材の確保とともに中学生へ

の指導に興味をもつ人材を増やしていくことが必要である。磐田市では、

来年度から地域クラブでの指導を考えている方に向けての研修会を行い、

指導者発掘・育成に努めていく。
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取組内容

2.実証内容と成果

○学校や地域と連携して進めてい

くため、部活動地域移行推進協

議会や種目別検討会、中学校校

長意見交換会等において、本市

の取組及び今後の見通し等の説

明や諸問題の検討する。また、地

域クラブ活動への移行を推進する。

〇本市にある大学やプロスポーツ

チーム、NPOと連携し、指導者研

修プログラムを整備する。

〇プロサッカークラブ「ジュビロ磐田」

と連携し、サッカー種目の受け皿づ

くりに向けて、「ジュビロ中学生サッ

カースクール」を開校する。

〇部活動地域移行推進協議会や種目別検討会、中学校

校長意見交換会を通して、本市の取組や今後の見通し等の

説明だけでなく、課題・問題の検討も行い、学校や地域の声に

耳を傾けながら推進することができた。また、種目別検討会で

は、中学校長や各部活の顧問と意見交換する場を設けた。３

月にSPO☆CUL IWATAクラブ体制（再編型）の1次案を

公表する予定である。

〇大学や市のスポーツ所管課からの研修案内を積極的に周

知し、多くの機会を提供した。

〇「ジュビロ中学生サッカースクール」では、水曜日の17時から

18時30分で、中学校のグラウンドを利用している。 令和7年

2月現在、14名が参加している。

〇３月に公表するSPO☆CUL IWATAクラ

ブ体制（再編型）を基に、指導者の募集・

配置、入会希望調査等を実施し、令和８

年度開始に向けて体制を整備する。

〇プロスポーツチーム等を中心としたスポーツ

資源の活用をさらに推進していく。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化 ／ エ：面的・広域的な取組

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

・日時 ①7/29 ②11/5 ③1/27

・参加者
スポーツ協会会長、文化協会顧問、PTA代
表、校長、教頭、教員、関係市職員

・主な内容

① 令和６年度の取組について

② ロードマップの改訂案について
③ 学校部活動からの再編への取組について

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

部活動運営協議会について 種目別検討会について

実施月 ①５・６月 ②９・10月 ③１・２月

実施種目 バスケットボール、ソフトテニス、吹奏楽
サッカー、バレーボール、水泳、野球

陸上競技、剣道、卓球

中学校長意見交換会について

日時 ①8/6 ②11/13 ③2/18

出典:第３回種目別検討会 資料
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇学校部活動にない種目を中

心に、８種目８クラブを開設した。

（ボクシング、バドミントン、サッ

カー、剣道、ダンス、極真空手、

空手、ゴルフ）

※サッカーと剣道については、大

会参加をせず、教室的な活動を

行っている。

〇11月に小学4年生～6年生

を対象とした「ニーズ調査」を行い、

SPO☆CUL IWATAクラブ体制

整備の参考資料とした。

〇２月に来年度の中学生や保

護者に活動内容を理解していた

だき、これからやりたいことを見つ

けたり、地域クラブに対する不安

を解消したりする機会とするため、

「SPO☆CUL見学・体験会」を

実施した。現在活動している８

クラブに加え、来年度参入予定

のトランポリン、女子ラクロスも

行った。

参加人数 40 人 指導者数 41 人

属性 磐田市教育委員会放課後活動課が運営事務局

具体的な内容

ボクシング…競技に必要な総合的トレーニング
バドミントン…バドミントンの基礎練習、体力向上、練習試合
サッカー…基礎体力作り、サッカーの基礎練習
剣道…礼儀・礼節・所作の習得、基本稽古
ダンス…ダンスの基礎習得、グループでの創作活動
極真空手…正しい基本・型・組手の習得
空手…空手の型・組手の習得（防具あり寸止めルール）
ゴルフ…ゴルフの基本技能の習得（パター、アプローチ等）

子供の声
⚫ バドミントンに興味があったが、学校の部活動になかったためうれしい。
⚫ 自分が好きな種目で活動できる。
⚫ 他の学校の友達ともかかわれて楽しい。

関係者の声

⚫ 指導者が厳しい中でも愛情のある指導をしてくれている。（保護者）
⚫ 他校の生徒と交流ができ、刺激のよい影響を受けている。（保護者）
⚫ 子どもが学校の部活動にない活動を通して、自分の興味のあることに取り組めている。（保護者）
⚫ 中学生のみなのでレベルが統一できて指導しやすい。（指導者）
⚫ 改善点や取り入れていきたいことなどに事務局がいつも迅速かつ親身に対応してくれる。（指導者）

運営経費

参加費 2,000円／月（共通）
※ クラブによって活動費を徴収している。
・ボクシング 1,200円／月
・剣道 1,000円／月
・極真空手 1,000円／月

SPO☆CUL IWATA 活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇参加した中学生40人を対象にしたアンケートの結果、「SPO☆CUL

IWATA」で活動してよかったと思うこととして、主に、友達と楽しく活動でき

る(58%)、自分の興味・関心にあった活動ができる(46%)、他の中学

校の生徒と一緒に活動できる(46%)、できることの喜びを感じて取り組め

る(46%)等が挙がり、参加生徒が地域クラブ活動の良さを感じて取り組

んでいた。また、昨年度のニーズ調査で、やってみたい種目として多くの児

童が回答したバドミントン、ダンスを開設することができ、生徒の多様化に

対応した取組ができた。

〇「SPO☆CUL見学・体験会」では、67名の小学6年生、中学1年生

が申し込みをした。各クラブが工夫して取り組み、次年度以降の放課後

活動について考えるきっかけづくりになった。

取組の成果

今後の課題と対応方針

〇まだ平日・休日ともに学校部活動を並行して取り組んでいるため、参加

者数の確保が難しかった。活動できなかったり、人数が少なくて活動が難

しかったりするクラブもあった。多くの生徒が参加できるよう、いろいろな形で

周知したい。

〇来年度、トランポリン、女子ラクロス、eスポーツのクラブを開設する予定

である。多くの生徒が自分の興味・関心をもつ活動ができるよう、積極的

に周知してクラブ数を増やしていきたい。

1.友達と楽しく活動できる 58％

2.より専門的な指導は受けられる 42％

3.自分の興味・関心にあった活動ができる 46％

4.他の中学校の生徒と一緒に活動ができる 46％

5.技能や体力が向上する 42％

6.活動時間・回数が多くないので、自分のペースに合った活動ができる 27％

7.できることの喜びを感じて取り組める 46％

8.その他 4％

「SPO☆CUL IWATA」で活動してよかったと思うことは何ですか。（複数回答可）

令和６年11月 生徒・保護者アンケートより

部活動以外で、あなたがやってみたいものは何ですか？（2つまで）

令和５年７月
小４・５・６対象ニーズ調査より

…開設種目

ニーズの高い種目を
中心にクラブを開設した
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇持続的な活動を前提とした仕組

みを検討する。（受益者負担、市

自主財源、外部資金の活用等）

〇経済的困窮家庭への支援を検

討する。

・救急セット（30千円）

・熱中症指数計（47千円）

・参加者、指導者保険料（267千円）

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析

・指導者謝金（6,912千円）

・システム決済手数料（443千円）

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

〇歳出は主に指導者謝金、参加者・指導者保険料、システム使用料と

決済手数料となる。持続的な運営を可能にするための金額となるように検

討した。平日・休日ともに移行が完了する令和13年度において、月

2,000円であれば概ね収支バランスが整うと算出した。なお、各クラブに必

要な活動費は別で考えている。

〇参加した中学生の保護者40人を対象にしたアンケートの結果、参加費・

活動費が高すぎると回答した方が１人だった。概ね適正な金額設定である

と感じた。また、参加費の徴収にＤＸを活用した。未納者はいなかった。

〇地域クラブ活動を持続的・安定的に運営していくための財源確保として、

参加生徒の費用負担軽減のため、地域クラブ活動支援基金「SPO☆

CUL IWATA応援ファンド」の取扱を開始した。

取組の成果

今後の課題と対応方針

〇今後、企業等へ働きかけたり、企業版ふるさと納税を活用したりして、寄

付等を募り、さらなる財源の確保に努めていく。

出典:放課後活動課資料
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等 ／ ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項（キ）

今後の課題と対応方針

〇「SPO☆CUL IWATA」地域ク

ラブが学校施設等の市内公共施

設を利用する際は、関係各課と調

整し、使用料が免除になった。

〇２クラブが民間クラブと同様の

ルールで学校施設を利用した。

取組の成果（イ）

〇SPO☆CUL IWATAクラブ体制（再編型）が整ったり、学校内施設

を利用するクラブができたりする時に備え、地域クラブが実施する際のルール

等を検討していく。

〇来年度は引き続き平日・休日ともに学校部活動が行われるため、部

活動に所属している生徒に配慮しながら進めていく。

〇学校施設・設備・備品等を使用して地域クラブが実施する際のルール

等を策定する。

〇学校施設を使用する際の優先利用や使用料減免の仕組みをつくる。

取組事項（ク）

〇まずは休日の活動からスタートするが、可能なクラブは平日の活動も実

施する。

〇極真空手、空手の２クラブは、平日の活動も実施した。どちらも学校

部活動を実施していない月・水曜日とし、学校部活動に参加していても

活動できるように配慮した。

取組の成果（ク）

30回

53回

30回

24回

0

10

20

30

40

50

60

サッカー 空手道

活動回数 学校施設使用回数
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出典:「Sgrum」管理画面より出典:活動場所調査より
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成果・課題・今後に向けて

2.実証内容と成果

●課題

●成果

〇ホームページやたよりを活用して、生徒や保護者への周知により一層力を入れる。

〇指導者の掘り起こしと研修の充実のため、NPO法人や大学と連携して取り組む。

〇企業等へ働きかけたり、企業版ふるさと納税を活用したりする等、さらなる財源の確保に努めていく。

●今後に向けて

〇運営管理アプリの導入１年目で、まだまだ利用しにくいと感じている保護者や指導者もいる

〇１クラブあたりの参加生徒が少ない

〇SPO☆CULクラブ体制（再編型）の１次案を実現するための環境整備

〇地域クラブ活動支援基金「SPO☆CUL IWATA応援ファンド」を生かした参加者支援方法の検討

〇本年度は、学校部活動以外の種目を中心に、８クラブ開設した。それぞれのクラブで創意工夫して活動が展開できた。参加者の96%が「満足してい

る」と回答し、充実した取組となった。

〇５月、１月に指導者研修会を開催した。１月については、講義内容を専門とする静岡産業大学スポーツ科学部准教授に講師を依頼した。

〇令和８年度の休日の地域移行に向けた、部活動からの再編型クラブのあり方について、中学校長や各部活の顧問と意見交換する場を設けた。３月

にSPO☆CUL IWATAクラブ体制（再編型）の1次案を公表する予定である。

〇生活困窮家庭の参加費や各クラブの活動費の支援のために、地域クラブ活動支援基金「SPO☆CUL IWATA応援ファンド」を創設した。
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主なアンケート結果

2.実証内容と成果

（生徒）Q.地域クラブの活動場所への移動手段は何ですか?

（保護者）Q.お子さんがSPO☆CUL IWATAで活動してよかったと思うこと

は何ですか？

（生徒）Q.SPO☆CUL IWATAで活動する上での悩みはありますか？

（指導者）Q.地域クラブの指導者になってよかったと思うことは何ですか。

特にない生徒が多いものの、部活動との両立が難しいと回答した
生徒もいる。

ほとんどの生徒が保護者による送迎だった。

他校の友達と一緒だったり、興味関心にあったりする活動ができることによ
さを感じている。

自分の学びにつながっていると感じている指導者が多い。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果

【ダンスクラブ 創作活動】 【トランポリンクラブ 見学・体験会】

【ボクシングクラブ ストレッチの様子】 【サッカークラブ 学校施設を利用】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年

協議会設置

SPO☆CUL IW
ATA活動報告会
次年度に向けて
の準備

令和６年 令和７年

地域クラブとの
打合せ
活動開始準備

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡充
（クラブ数の増
加）

●ステークホルダー

運営事務局、地域団体や個人参画者

部活動地域移行推進協議会、学校

●経過

令和5年8月にグランドデザイン、令和6年2月に事業推進計画（ロー

ドマップ）を公表した。また、活動ガイドラインやクラブ運営規程を定めた。

●実施内容、工夫した点 等

令和６年度は８クラブ活動した。この内、６クラブは市内全域から参加

可能であり、残りの２クラブは学校部活動がなかったり近隣だったりする

中学校の生徒が参加ができた。また、サッカーは市内全中学校に学校

部活動があるため、大会に出場しない。剣道は、学校部活動がない学

校の生徒が対象であり、中体連主催大会ではクラブとして出場した。

●実施にあたって生じた課題

指導者から会場の確保の難しいことが指摘された。学校と調整し、学校

使用時間を利用できるようにしたり、クラブ所有の施設を使用したりする

ようにして改善を図った。

【学校部活動の再編に向けて】

●ステークホルダー

運営事務局、学校（校長、各種目顧問）

●経過

令和6年2月、教職員対象に令和6年度以降の流れについて周知した。

その中で、１つの部活をクラブ化するのではなく、合同化を進めながら

「SPO☆CUL IWATA」の枠組みに入れていくことや令和8年度に向け

た取組について話し合っていくことを伝えた。

●実施内容、工夫した点 等

軟式野球、陸上競技、バレーボール、バスケットボール、ソフトテニス、サッ

カー、卓球、水泳、剣道の９種目の部活において、３回の種目別検討

会を行った。各種目の生徒数や活動場所に応じた再編プランを検討で

きた。令和7年3月にSPO☆CUL IWATAクラブ体制（再編型）の1

次案を公表する予定である。

●実施にあたって生じた課題

活動場所や生徒の移動についての課題が多かった。１クラブで２会場

を利用したり近隣の学校でエリア化したりして改善策を模索していく。

グランドデザイン
ロードマップ
公表

令和５年
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

静岡県 焼津市

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

静岡県焼津市

０５４-６２６-８１６０

学校教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 70.31 k㎡

人口 135,924人

公立中学校数 ９校

公立中学校生徒数 3,379 人

部活動数 11 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

設置済

少子化に伴った各部活動の部員の減少、教

員数の減少のため、学校における部活動の数が

減少している。そのため、生徒の部活動選択の

幅が狭くなってしまった。また、部活動顧問となる

教員の多忙化や生徒・保護者のニーズの多様

化等により、将来的に現在のままの形で学校部

活動を続けていくのは難しい状況にある。焼津市

ではこのような現状や課題を踏まえ、これまで各

校で大切にされてきた部活動の意義や仕組み

等について今一度振り返り、持続可能な中学校

部活動を目指すために、平成30年度に「焼津

市部活動ガイドライン」の策定をし、改訂を重ね

ながら部活動指導員や外部指導者の活用とと

もに、部活動が教育活動の一環として適切に実

施されるように支援してきた。

さらに令和２年９月の「学校の働き方改革

を踏まえた部活動改革について」を受け、将来の

地域クラブ活動への移行を念頭に、令和３年

度より検討を進め、令和４年度より運動部より

段階的に地域クラブへの移行を開始し、令和５

年度には、文化部活動の地域移行についての

検討も開始した。

焼津市の地域クラブについて、令和６年度に

は17種目で活動しており、令和７年度には種

目数を拡大して実施する予定である。地域クラ

ブに参加している生徒及び保護者にとった満足

度アンケートではともに90％以上の満足度となっ

ているが、持続可能な地域クラブ活動にするため

に以下の課題が挙げられる。

(1)指導者・運営代表者の確保

(2)活動場所の確保、学校施設利用の際の

調整

(3)活動資金の確保

(4)中体連やその他各種協会連盟主催の大

会の参加規定等との関連
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・学校との施設連絡調整 ・校長会での報告

・各クラブのとの連絡調整 ・会合等の開催

・補助金・保険等の手続き処理

◉首長部局

・会合参加

4月 ・焼津市地域クラブ活動の部員募集
・ディレクターの任用

5月 ・1６種目の活動開始
・第１回焼津市地域クラブ活動推進委員会の実施
・第１回焼津市地域クラブ活動在り方検討委員会の
実施

6月 ・各クラブへの文書送付

・活動見学
7月 ・各クラブへのアンケート調査の実施

・第２回焼津市地域クラブ活動推進委員会の実施
8月 ・第２回焼津市地域クラブ活動在り方検討委員会の

実施

9月 ・焼津バレーボールクラブ活動開始
・第３回焼津市地域クラブ活動推進委員会の実施

10月 ・焼津市地域クラブ活動報告会の実施
11月 ・第３回焼津市地域クラブ活動在り方検討委員会の

実施
12月 ・入学説明会資料送付（市内中学校）
1月 ・令和７年度募集案内作成
2月 ・焼津市地域クラブ活動指導者研修会の実施

・第４回焼津市地域クラブ活動推進委員会の実施
・第４回焼津市地域クラブ活動在り方検討委員会の
実施

3月 ・令和７年度募集案内送付
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ９ 校 実施した地域クラブ総数 14 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ８ クラブ（８ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

全体の指導者数 85 人 全体の運営スタッフ数 85 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

やいづ柔道
クラブ

地域クラブ 柔道 週４回

平日
学校部活動

の時間
休日8:00～
12:00

１年生1人
２年生2人

令和4年
度から

中学校武
道場

７ 人 ７人
年会費
3,000 円

中体連：部
活動

剣道焼津館 地域クラブ 剣道 月４回
毎週土
9:00
～12:00

１年生10人
２年生14人
３年生10人

令和４年
度から

市内剣道
場

４ 人 ４人
年会費
6,000 円

中体連：部
活動

やいづ相撲
クラブ

既存団体 相撲 月４回
毎週土
18:00～

１年生１人
２年生３人
３年生１人

令和４年
度から

市営相撲
場

４人 ４人

月会費
1,500円
父母会費
500円

中体連：部
活動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ９ 校 実施した地域クラブ総数 14 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ８ クラブ（８ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

全体の指導者数 85 人 全体の運営スタッフ数 85 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

レクスポ焼津 地域クラブ

ニュースポー
ツ・
レクリエーショ
ンスポーツ

月２回
土曜日
9:00

～12:00

１年生６人
２年生３人

３年生５人

令和4年
度から

市内中学
校体育館

４人 ４人
月
1,500円

各種大会：
地域クラブ活

動

焼津海洋ク
ラブ

地域クラブ 海洋体験 月２回
土or日
主に午前中

１年生４人
２年生６人

３年生９人

令和４年
度から

市内漁港
市内県立

高校校
５人以上 5人以上

月
1,500円

不参加

焼津アスレ
チッククラブ

地域クラブ 陸上競技
週１～３
回

平日
17:00or
17：30～
夕暮れ前
休日
午前or午後

１年生９人
２年生５人
３年生2４人

令和５年
度から

市内中学
校グラウン
ド
市内陸上
競技場

４人 ４人
3か月
5,000円

中体連：部
活動と地域ク
ラブ活動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ９ 校 実施した地域クラブ総数 14 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ８ クラブ（８ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

全体の指導者数 85 人 全体の運営スタッフ数 85 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

焼津ジュニア
テニスクラブ

地域クラブ ソフトテニス 月４回
毎週土曜日
８:30

～11:30

１年生42人
２年生23人

３年生33人

令和５年
度から

市内中学
校体育館

６人以上 ６人以上
3か月
5,000円

中体連：
部活動

焼津卓球ク
ラブ

地域クラブ 卓球 月２回
土or日
主に午前中

１年生15人
２年生36人

３年生37人

令和５年
度から

市内中学
校卓球場

６人以上 ６人以上
月
2,000円

中体連：
部活動

焼津水夢ク
ラブ

地域クラブ 水泳 週３回
18:30～
20:30

１年生２人
２年生６人
３年生１人

令和５年
度から

市営屋内
プール場

２人 ２人
月
3,000円

中体連：
地域クラブ活
動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ９ 校 実施した地域クラブ総数 14 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ８ クラブ（８ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

全体の指導者数 85 人 全体の運営スタッフ数 85 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

焼津高校
Saltar

高校部活
動

トランポリン 月４回
毎週水曜日
19:00

～20:00

１年生７人
２年生１人

３年生５人

令和５年
度から

市内高等
学校トラン
ポリンアリー
ナ

２人以上 ２人以上
月
3,500円

程度
不参加

静岡ジュニア
レスリング

高等学校
部活動

レスリング 週２回

水
16:30～
19:00
土

9:00～
12:00

１年生４人
２年生３人

３年生２人

令和５年
度から

市内高等
学校レスリ

ング場
６人 ６人

年
1,450円

各種大会：
地域クラブ活

動

焼津よさこい
倶楽部

既存団体 ダンス 週２回

水
17:00～

19:00
土
17:00～
19:00

２年生１人
令和６年
度から

市内中学
校体育館

２人 ３人
月
3,000円

各種イベン
ト：
地域クラブ活
動
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ９ 校 実施した地域クラブ総数 14 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ８ クラブ（８ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ６ クラブ

全体の指導者数 85 人 全体の運営スタッフ数 85 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

焼津フラダン
スクラブ
Maile

既存団体 フラダンス 不定期

毎週水曜日
17:00
～19:00
土or日

0人
令和６年
度から

市内中学
校体育館

１人 1人
月
3,000円
程度

各種イベント
：既存団体

焼津バレー
ボールクラブ

地域クラブ
男子バレー
ボール

月４回 毎週土午前
１年生10人
２年生24人

令和６年
9月から

市内中学
校体育館

３人 ３人
年
2,000円
程度

中体連：
部活動

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●各クラブ ３月末から４月頭にかけて体験会や保護者説明会を開催 ●焼津バレーボールクラブ ７月下旬保護者説明会 ９月７日活動開始
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

バレーボール

運営団体名 地域クラブ

期間と日数 令和６年９月７日～

指導者の主な属性 教員、地域社会人

活動場所 市内中学校体育館

主な移動手段 自転車、送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

24,000円

１人あたりの保険料

スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年
※市により負担

●焼津バレーボールクラブ 活動概要

●代表者

役割：地域クラブ活動指導、運営全般を行う

●指導者 ２名

役割：技術的な指導をサポートする

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

地域スポーツクラブ活動を実施

する上で生じる課題を把握し、

適切に解決するため、学校と行

政、地域指導者等の連絡調整

を担うコーディネーター１人を配

置する。コーディネーターは、各ク

ラブ活動を月１回程度巡回し、

活動状況の把握や運営や活動

上の課題の整理を行う。また、

学校施設利用について、学校・

クラブと連絡を取り合い、日程を

調整する。

学校施設利用に関し、コーディネーターによる、学校、クラブとの連絡調整により、各クラブが計画通りに学校施

設を利用することができた。

また、新規開設クラブの学校施設利用についても、新規クラブの希望にできるだけそえるような形で施設を調整

し、校長会等で周知をはかりながら進めることで、学校とクラブの連絡調整を行うことができた。

さらに、各クラブを巡回し、参加生徒の様子を見学したり、指導者の声を聞いたりしながら、今後の地域クラブ活

動の運営に対する材料を収集することができた。

最後に、焼津市地域クラブ活動在り方検討委員会の拡大に向けて、庁内の他部局に対する地域クラブの趣

旨説明等を行うことで、他部局との連携を進めることもできた。

・各クラブの学校施設利用に関する連絡調整

・各クラブ巡回

・他部局への地域クラブ活動趣旨説明

・今後の新規クラブ開設に向けて、学校施設以外の利用の検討

・平日の地域クラブ開設に向けた学校施設利用に関する取り組み

・他部局との事務局編成に向けた会議の設定
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取組内容

2.実証内容と成果

・年１回、指導者研修会を実施し、23名の参加があった。

・今後のクラブ運営、補助金、広報等について情報共有、意見交換を

行った。

・次年度募集案内についても、各クラブと丁寧に確認することに努めた。

・補助金や保険加入についても市の方針をもとにしながら説明した。

・本年度は、市防災課と連携して救命救急（web119）の通報方法

について理解を深めることができた。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・web119について、

理解が深まった。

・地域クラブ活動の目的

を広く周知していってほ

しい。

・指導者確保に向けて、

次の世代に引き継いでい

くことも大切。

受講者の声

焼津市地域クラブ活動

17クラブから、計23名の

出席があった。

指導者研修参加の実績

・あいさつ

・救命救急講習

・令和７年度焼津市地

域クラブ活動（開設ク

ラブ、補助金と保険、ガ

イドライン、募集案内

等）

・連絡

指導者の質の向上を図るため、地域クラブ指
導者が集まり、救急救命士等に関する研修等
を行う焼津市地域クラブ活動指導者研修会を
年１回開催する。

指導者研修の内容
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取組内容

2.実証内容と成果

【焼津市地域クラブ活動指導者研修会】

・対象：焼津市地域クラブ活動指導者

・目的：焼津市地域クラブ活動指導者としての、資質向上をはかる

工夫した点：市の防災課と連携し、救命救急講習（web119）の

理解を深めることができた。また、次年度の地域クラブ活動に

おける市の支援等がどのようになるのかを示し、共通理解をは

かることができた。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

・web119について、 理解が深まった。

・地域クラブ活動の目的を広く周知していってほしい。

・指導者確保に向けて、次の世代に引き継いでいくことも大切

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日： ２月 12日

・開催回数： １回

・参加人数： 23 人

・内容： あいさつ 救命救急講習 令和７年度焼津市地域クラブ活動

（開設クラブ、補助金と保険、ガイドライン、募集案内等）連絡

・今回は救命救急講習として、web119を行ったが、昨年度扱ったAED

講習についても、来年度扱うなど、隔年で内容を変えていくことで周知を

はかっていきたい。

・焼津市地域クラブ活動ガイドラインの制定により、活動の目的等の周知

を指導者だけではなく、保護者や地域にも周知をはかっていきたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・毎月の焼津市校長会、校長

会中学校部会、焼津市教頭会

で地域クラブ活動移行の進捗状

況について説明。

・焼津市生きがい交流部スポー

ツ課、文化振興課、スマイルライ

フ推進課との協力・連携に向け

た協議の実施。

学校施設の利用や地域クラブ入部の流れなど、部活動の地域クラブ活動移行に向けて、学校と連携して進めていく

ために、毎月の焼津市校長会、校長会中学校部会に参加し、地域クラブ活動移行の進捗状況について説明した。

また、焼津市生きがい交流部スポーツ課、文化振興課、スマイルライフ推進課との協力・連携により、幅広い分野か

ら各種目の指導者確保に努めたり、新たな分野の地域クラブ開設に向けて協議した。関係の連盟・協会とも連携し、

地域クラブ開設、活動の維持等についての協議を行うことができた。

・平日の地域クラブ活動開催に向けて、学校

利用以外の夜間利用、ナイター照明等にお

ける地域クラブ活動の在り方について検討

・多彩な地域クラブ活動開設に向けて、さら

なる指導者や運営団体との連携強化

今後の課題と対応方針

・回数 年間12回

・内容

地域クラブ活動の進捗状況説明や地域クラ

ブ活動移行に関する各学校への依頼

焼津市校長会への出席 焼津市校長会中学校部会への出席

・回数 年間12回

・内容 地域クラブ活動の進捗状況説明、

地域クラブ活動移行に関する各校への依頼、

施設利用に関する取り決め、地域クラブ活動

に関係する学校部活に関する運営方針
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・合同部活動における施設利用の割り振り

・合同部活動における大会参加要項の確認

・長期休業中における合同部活動の扱い

・合同部活動の形（参加中学校、会場、ある

程度の指導者）を維持したまま、地域クラブ

活動へ移行

まず、保護者送迎の負担軽減。

次に、一部種目において、指導者が平日と

休日でかわることから、指導者の指導内容の

引継ぎ等が課題としてあげられる。

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針

令和７年度の地域クラブ活動開設に向けて、令和６年９月７日から、野球、サッカー、男女バス

ケットボール、女子バレーボールについて、地域クラブ移行後を想定した会場割り振りをし、市内一斉

に合同部活動を開始した。参加生徒、教員、ともに会場への移動、他校生徒の練習、試合への出

場など地域クラブ活動後のイメージを持つことができた。

取組の成果

・種目ごと段階的に休日の部活

動の地域移行を進めており、学

校の枠にとらわれずに各クラブの

募集を行う。

・本年度9月から、野球、サッ

カー、男女バスケット、女子バ

レーボールについて、合同部活

動を開始した。

移動手段

・自転車

・保護者による送迎
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域クラブ参加生徒及び保護

者へ、地域クラブに関するアン

ケート調査を行い、その回答結

果を、焼津市地域クラブ活動報

告会で示し、今後の地域クラブ

の運営について意見交換を行う。

参加人数 21 人 指導者数 20 人

属性 焼津市地域クラブ活動報告会

具体的な内容
・あいさつ ・令和6年度アンケート結果報告 ・けがの報告の申請 ・保護者等への緊急連絡先
の確認 ・学校施設の鍵の保管報告 ・補助金の申請 ・平日の地域クラブ活動開設に向けて

子供の声

・楽しい、やりがいがあるから
・他校の生徒とも一緒に楽しく活動できた
・丁寧に教えてくれるから
・先輩たちに教えてもらったりして他学年と交流できた
また、別の学校の人とも交流できたから

関係者の声
⚫ 熱中症等の対応を考えていきたい
⚫ 欠席の生徒の月謝に対する配慮を考えたい
⚫ 参加生徒を増やすための広報を事務局にも行ってもらいたい

運営経費
市教育委員会主催のため、大き
な経費はかからない。資料印刷製
本台等のみ。

活動の詳細

令和５年度実施アンケート
＜満足している＞ 94％（生
徒）

令和６年度実施アンケート
＜満足している＞ 99.3％（生徒）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

今後の課題と対応方針

令和５年度実施アンケート
＜満足している＞ 94％（生徒）
＜満足している＞ 89％（保護者）

令和６年度実施アンケート
＜満足している＞ 99.3％（生徒）
＜満足している＞ 95.4％（保護者）

保護者アンケートから、熱中症対

策を懸念する声や、送迎の負担

に対する意見がよせられていたた

め、今後の活動においても、焼津

市熱中症対策ガイドラインの周

知徹底をはかることや、送迎負

担の緩和策の検討も行っていき

たい。

令和６年焼津市地域クラブ活動アンケート結果から、活動に肯定的

な回答を示した割合は、99.3％であった。主な理由としては、

・楽しい、やりがいがある・他校の生徒とも一緒に楽しく活動できた。

・丁寧に教えてくれるから・先輩たちに教えてもらったりして他学年と交流で

きた。また、別の学校の人とも交流できたから。

・学校の部活が少なくて練習できないときに練習させてもらえたから。

等であった。

保護者満足度についても、肯定的な回答を示した割合は、95.4％と

昨年度よりも6ポイント数値が高まった。主な理由としては、

・外部の練習で子供達にとっては、いい刺激になって、もっと上手くなりたい

とやる気が出たから良かったと思います。そして人数が多いからと午前の部、

午後の部と分けたのが良かったです。

・初心者でしたが、純粋に卓球への意欲が高まりました。自転車で学区

外の体育館へ行くことで、体力や行動力がついたことはもちろん、交通

ルールや時間を守る、忘れ物をしないなど中学生として自立する良い機

会になったと思っています。他校の生徒とも卓球を通じて仲良くなり、毎回

楽しく参加できたことは貴重な経験になりました。等であった。

これらのことから、指導者の活動の仕方の工夫や、生徒の居場所づくり

となるような運営体制など、地域クラブ活動の充実に向けた取り組みが進

んできている。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析 ■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算 収支バランス

持続可能な活動を目指し、受益

者負担を基本とする。ただし、移行

期については、市から各クラブへの支

援を行うことにより受益者負担を低

廉に抑え、生活困窮家庭の生徒も

含め、市内中学生が地域クラブに参

加しやすいような体制づくりに努める。

・既存団体による地域クラブ活動受け入れのため、

イニシャルコストは、受け入れ団体による

・会場使用料 ・消耗品費 ・謝礼等は、受け入

れ団体の意向による

・焼津市では、参加したい生徒なら誰もが参加できるように、できるだけ低廉な活動費になるように依頼している。

・市としては、補助金の交付、指導者生徒の保険料と一括申請、公共施設の施設使用料、市のHP更新や募集

案内の作成、配布、リーフレットの作成配布といった広報活動、指導者研修会や活動報告会の主催等を市の支

援として行ってきた。

持続可能な受益者負担額としては、

施設使用料、謝礼金等がクラブに

よって違うため、クラブ毎に決定してい

る。

令和６年度は、施設使用料や受益

者負担額も含めて、１人１か月、

250円（年額 3,000円）か ら

3,500円の活動費を徴収することに

より活動を行うことができた。

各クラブの活動費（一部）

・焼津剣道館
年額6,000円

・焼津卓球クラブ
毎月2,000円程度

・焼津バレーボールクラブ
毎月2,000円

・市の支援として、指導者と生

徒の保険料、保険申請を市で

一括して行った。また、各クラブ

に消耗品備品等のクラブ立ち上

げに係る費用として、補助金１

０万円を交付した。さらに、焼

津市営の施設使用料について

は、市の負担とした。

市の支援

・指導者生徒の保険料及
び一括申請
・補助金10万円の交付
・公共施設の施設使用料
・研修会、報告会の主催
・広報活動
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

令和６年焼津市地域クラブ活動アンケート結果からは、保護者の方から

このような回答を得た。

・子供がやってみたい競技だったので。楽しそうです。部活動も19時からで、

送迎できる時間帯なので助かっています。

・試合を見に行くととても上達しているのがわかり、他校の生徒との

交流を持つことができて友人が増えた。練習部費も良心的な金額であり

がたかった。

・保護者見学会も開いていただき、先生方がとても丁寧に準備から開催、

運営維持までしていただいていることができ、安心しました。

・送り迎えもなく、金銭面でも、ほぼ出費もなく先生達の熱いご指導を受け

られたので。

・無理なく通える 保護者の負担が少ない。

・初心者でしたが、純粋に卓球への意欲が高まりました。自転車で学区

外の体育館へ行くことで、体力や行動力がついたことはもちろん、交通ルー

ルや時間を守る、忘れ物をしないなど中学生として自立する良い機会に

なったと思っています。他校の生徒とも卓球を通じて仲良くなり、毎回楽し

く参加できたことは貴重な経験になりました。

今後の課題と対応方針

今後は、補助金や市による指

導者生徒の保険一斉加入が

いつまで継続できるのか、打ち

切りになった場合に受益者負

担金（保護者負担）が多くな

らないような対応を考えていく

必要がある。

例えば、就学支援のような制

度を地域クラブ活動にも導入

することが考えられる。

その他にも、どのような方法が

考えらるのか、検討を続けていく

必要がる。

お子様の参加する地域クラブ活動について、全

体的にどの程度満足していますか。
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2.実証内容と成果

取組内容

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等③

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

資料
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

取組の成果

〇低廉な活動費を目指し、学校施設の活用について校長会及び教頭会

と連携し、体制を整備する。学校施設の利用については、できる限り学校

職員の負担を減らすため、市事務局内で利用日の調整等を行った。

〇校舎内については、セキュリティ面や管理面から利用が難しい現状にある。

学校外の公共施設利用についても検討した。

できるだけ低廉な活動費を目指し、学校施設の割り振りと連絡

調整を事務局で行った。このことから、学校施設の利用を最大限

に活用することで、施設利用料の負担を無くすことができた。また、

学校施設の優先度について、校長会中学校部会で検討し、地

域クラブの優先利用について、共通理解をはかることができた。

学校施設の利用については、校長会及び教頭会と連携し、事務局によっ

て調整を行うことで、学校施設の利用を最大限に活用できている。

今後は、地域交流センターの活用や高等学校とのさらなる連携を通して会

場使用料がかからずに活動できる地域クラブの運営体制を確保していける

ように検討していく必要がある。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

来年度は、野球3チーム、サッカー3チーム、男子バスケットボール3チーム、女子バス

ケットボール3チーム、女子バレーボール１チーム（合同部活動の３会場で練習）、

ボーイスカウトクラブ、カンフークラブ、総合型スポーツクラブが立ち上がる予定である。

ボーイスカウトクラブ、カンフークラブ、総合型スポーツクラブは既存団体であるのに対し、

野球、サッカー、バスケット、女子バレーについては、推進員会より立ち上げたクラブであ

ることから、運営面について、活動が軌道にのるまで事務局としてサポートをしていく必

要がある。

また、保護者アンケート結果から、送迎の大変さや熱中症対策について懸念される声

がきかれたため、保護者送迎の負担軽減策を検討するとともに、熱中症対策や地域

クラブ活動における指導の在り方等について、来年度の地域クラブ活動報告会や指

導者研修会を生かして、焼津市地域クラブ活動ガイドライン等を示しながら、周知徹

底をはかっていきたい。

●今後に向けて

焼津市地域クラブ活動は、令和４年度に５

種目の立ち上げからスタートし、令和５年度

は１２種目、本年度は１７種目での活動と

なり、段階的に部活動の地域移行を進めて

いる。

本年度は、17クラブに405名が参加し、活動

を行うことができた。

本年度実施したアンケートからは、参加生徒

の満足度が99.3％、保護者満足度は、

95.4％であった。

本年度合同図活動を開始した、野球、サッ

カー、男女バスケットボール、女子バレーボー

ルについては、令和７年度夏季中体連大会

以降に地域クラブ活動移行の目途がたち、令

和７年３月より募集を開始する予定である。

今後も、生徒のやってみたいという思いに応え

られるような環境整備を進めていきたい。

本年度活動を開始した焼津バレーボールクラブは、市内中学校バレーボール部員を

中心に、市内中学生34名が参加して活動している。

指導者についても、２名でのスタートであったが、現在は１名増えて３名での指導体

制となっている。

また、部活動顧問が移行開始時期において協力をしてくださり、各校部活動顧問が1

人ずつローテーションで週末の地域クラブ活動の指導に参加してくださっている。

保護者会においても、代表者や会計等組織され、活動が軌道にのっている。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.地域クラブ活動に参加して、全体的にど
の程度満足していますか。? （生徒）

Q.お子様の参加する地域クラブ活動について、
全体的にどの程度満足していますか?保護者

参加中学２年生
学校の部活が少なくて練習できないときに練習さ
せてもらえたから。
強い人と練習したり、コーチにも恵まれて、ありがた
く思っています。

参加中学生の保護者
みんなが目標に向かって取り組んでいる姿があっ
て、良い環境でやれていると思う。他の中学の生
徒にも刺激をうけている様子。
本人が満足していて、こちらに参加してよかったと
言っていること。
平日の部活は学校行事などで練習が思ってたよ
り休みが多かった。
もっと練習をしたいと言っていたので、こういう形で
地域クラブをやっていただけてよかった。
トラックで練習できるのも、こういう活動に参加して
こそなので、よかった。

参加中学１年生
初心者にもわかりやすく教えてもらってアドバイスも
もらえるから。また、友達と楽しくやれているから。

参加中学３年生
他校の生徒さんと共に稽古し、同じチームとして
戦って絆が出来た。とても楽しかったです
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2.実証内容と成果③ 令和６年度焼津市地域クラブ活動リーフレット

アンケート結果・広報資料

焼津市地域クラブ活動リーフレットを作成し、市内小学校４年生から中学校３年生、市内教職員にも配布した。また、焼津市ホームページにも掲載し、

焼津市地域クラブ活動の広報を進めた。

【令和６年度焼津市地域クラブ活動リーフレット】
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2.実証内容と成果③ 令和７年度焼津市地域クラブ活動募集案内

アンケート結果・広報資料

令和７年度焼津市地域クラブ活動募集案内を作成した。印刷が完了したら、市内小学校６年生、中学校１，２年生、市内教職員に配付予定。

【令和７年度焼津市地域クラブ活動募集案内】表面
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2.実証内容と成果③ 令和７年度焼津市地域クラブ活動募集案内

アンケート結果・広報資料

令和７年度焼津市地域クラブ活動募集案内を作成した。印刷が完了したら、市内小学校６年生、中学校１，２年生、市内教職員に配付予定。

【令和７年度焼津市地域クラブ活動募集案内】裏面



26

参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【焼津相撲クラブ】 【レクスポ焼津】

【焼津柔道クラブ】
【剣道焼津館】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【焼津ジュニアテニスクラブ】 【焼津卓球クラブ】

【焼津アスレチッククラブ】【焼津海洋クラブ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【静岡ジュニアレスリングクラブ】 【やいづよさこい倶楽部】

【焼津高校Saltar】
【焼津水夢クラブ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【焼津バレーボールクラブ】
【焼津フラダンスクラブMaile】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

推進委員会、市教委、コーディネーター

●経過

令和５年度より推進員会を設置し、指導者の確保及び選

定、会場の選定、市の運営補助体制について協議を進め

た。

●実施にあたって生じた課題

指導者についてめどがたたなかったり、市の運営補助体制に

ついて折り合いがつかなかったりし、クラブ立ち上げを見送る。

●ステークホルダー

推進委員会、市教委、コーディネーター

●経過

合同部活動を開始し、状況を見ながら運営に必要な指

導者数等の分析、行政支援について検討等が進んだ。

●実施内容、工夫した点 等

推進委員会による各種連盟、団体への働きかけ、市から

の行政説明等により、教員による兼職兼業や部活動外

部指導者、一般市民による地域クラブ活動指導者の確

保が進み、クラブ運営構想に目途が立っていった。

令和５年

協議会設置、
検討開始

令和６年 令和７年

受け皿団体や
指導者の選定、
拠点校の選定

合同部活動の開
始

活動開始

指導者の確保、
運営補助体制
の折り合いがつ
かない等で実現
せず

協議会を設置、
検討（継続）
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

静岡県 掛川市

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

掛川市教育委員会

0537-21-1109

教育政策課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

グラフ等データ
※出典も要記載

グラフ等データ
※出典も要記載

面積 265.7 k㎡

人口 115,044 人

公立中学校数 ９ 校

公立中学校生徒数 3,165 人

部活動数 97 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

推進計画は策定
済ガイドラインは策

定中

本市においては、人口減少とともに生徒数も減

少傾向にあり、約10年後には約20％も減少す

る見込みである。市内の９中学校においては、

規模の小さい郊外の中学校ほど減少が大きく、

約50％減少する学校もある。また、令和６年

秋の新チームからは、運動部で10部、文化部で

２部が単独でチームを編成することができず、

日々の練習、大会やコンクール出場が困難な状

態である。そのため、令和８年夏に市内の全９

中学校の全部活動の活動を終了し、その際、

子どもが多種多様なスポーツ・文化芸術活動の

機会を選択できるよう、様々な地域団体等が運

営する「（仮称）かけがわ地域クラブ」の創設を

目指している。

NPO法人掛川市スポーツ協会が運営主体と

なる地域クラブについては、令和８年夏までには、

軟式野球やサッカーなど、28の地域スポーツクラ

ブ創設が完了する予定である。なお、令和６年

度末現在、その内４つの地域スポーツクラブを創

設し、先行モデルとして実証研究を進めている。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・教育政策課：

業務委託先及び関係団体との調整に関すること、学校や教員との調整に関すること

困窮家庭への支援の在り方に関すること

◉首長部局

・文化・スポーツ振興：

学校開放事業の制度見直し検討に関すること、社会体育団体への調整、連携に関す

ること

運営体制図

令和６年６月 かけがわ地域クラブ

第５回設立連絡協議会の開催

令和６年９月 かけがわ地域クラブ実施体制案公開

小中学生へのニーズ調査

（対象：小学４年〜中学３年生）

令和６年９月 かけがわ地域クラブ

第６回設立連絡協議会の開催

令和６年10月 かけがわ地域クラブ

第７回設立連絡協議会の開催

令和６年10月 全中学校の新入生説明会で説明

〜12月

令和７年１月 かけがわ地域クラブ

第８回設立連絡協議会の開催

※年間５回 各種目の指導者会議開催
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ９校 実施した地域クラブ総数 １クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １クラブ（サッカー 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 放課後のマルチスポーツ活動

全体の指導者数 ３ 人 全体の運営スタッフ数 ２人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

FC掛川
South
クラブ

スポーツ
協会

サッカー 月３回

19時〜
21時
９時〜
11時

中学１、２
年生

令和６年
４月〜
令和７年
３月

大渕小学
校
大須賀中
学校
大東総合
グラウンド

３人
２ 人
（他クラブと兼
任）

月会費
8,000円
年会費
3,800円

中体連
協会大会

放課後のマ
ルチスポーツ
活動

スポーツ
協会

マルチスポーツ
18 回
（各校２回）

15時〜
16時

中学１、２
年生

令和７年
１、２月

市内中学
校

５ 人
（各種目
１人）

１ 人
（他クラブと兼
任）

０円 なし

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●11月15日、22日 12月１日、６日 １月17日、24日 ２月７日、16日 FC掛川South体験会実施
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー、マルチスポーツ活動

運営団体名 掛川市スポーツ協会

期間と日数

サッカー：５月１日 〜 ３月29日
月１２回程度

マルチ：１月９日〜２月28日
各校２回（計18回）

指導者の主な属性 会社員

活動場所 大東総合グラウンド、各中学校

主な移動手段 自転車、自動車

１人あたりの参加会費
等（年額）

サッカー：63,800円
マルチスポーツ：０円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

掛川市スポーツ協会 活動概要

●統括責任者

役割：活動における管理者として、指導者、保護者との連携を行う。

●監督 １名

役割：活動における指導者として、児童生徒への指導を行う。

●コーチ ２名

役割：活動において、監督の補助として、指導を行う。

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

監督 １人

ＮＰＯ法人 掛川市スポーツ協会

コーチ ２人

サッカー協会

FC掛川South
（城東、大浜、大須

賀）

監督 １人

コーチ ２人

FC掛川West
（原野谷、桜が丘、

西）

監督 １人

コーチ ２人

FC掛川East
（北、東、栄川）

連携

R6より活動R8夏より活動

指導助言

連携

指導 指導 指導

事務
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取組内容

2.実証内容と成果

○部活動の受け皿となるクラブを中心に関係団体・市区町村との連携

調整・指導助言等を行う、統括コーディネーターを１名配置する。

○かけがわ地域クラブ設立に向け、運営体制の整備や人材の確保など、

持続可能な運営ができる組織体制の整備を行う。

○参加者管理、会費徴収、参加者・指導者への連絡、会場の確保・

調整、会計業務にICTを活用（使用アプリ：スグラム）

○統括コーディネーターを配置したことにより、関係団体との連絡調整・

会議運営等を円滑に行うことができた。

○部活動の受け皿となるサッカークラブや、放課後のマルチスポーツ活動

において、指導者や会場責任者等との効果的な連携を図り、持続可

能な運営ができる組織体制の整備を行うことができた。

○ICTの活用により、指導者や保護者からも「時間を気にすることなく連

絡ができ、会費の支払いについても便利になった」という声があった。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・部活動の受け皿となるクラブを中心に、令和８年夏の地域クラブ創設に

向けた指導者会議を年５回程度開催し、創設する各地域クラブにおけ

る指導方針や年間計画等を協議し、課題と成果をまとめた。また、それら

をかけがわ地域クラブ設立連絡協議会で報告し、各種団体と共有した。

・各クラブの実施主体を支える競技団体の多くは、役員の高齢化が深刻

である。そのため、指導を希望する教職員等と連携し、持続可能な組織

体制となるように、競技団体の在り方を検討する必要がある。
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

・令和２年度より人材バンクを設置

し、指導者の確保に努める。

・指導者に対して、資質向上を図る

ため、年３回研修を開催している。

・人材バンク指導者を、65名確保した。 ※令和６年度は、12名確保

・年３回、指導者研修を実施した。

・65名が、３回の研修を受講した。 ※動画での受講も含む

・動画での配信を行ったり、研修の時間帯を夜の時間帯に設定したりして、

研修をできる限り受講できるように工夫した。

・部活動指導員20名を任用したことで、部活動顧問の負担軽減につな

がった。

・人材バンクの指導者を、各競技団体や掛川市スポーツ協会へ推薦し、

公認地域クラブの指導者につながった。

65名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

10代 0名

20代 12名
30代 14名

40代 5名
50代 18名

60代以上 16名

人材バンクの年齢構成

・野球 ・陸上競技

・剣道 ・吹奏楽

・ソフトボール・科学

・新体操 ・ダンス

・卓球 ・サッカー

・文化 ・空手

・ソフト、硬式テニス

・バスケットボール など

種目

・部活動指導員

・公認地域クラブ指導者

・スポーツ少年団指導者

・日本スポーツ協会公認ス

ポーツ指導者

・サッカー指導者ライセンス

など

資格有無登録者属性

職業

会社員 35名

自営業 ９名

学校関係 ３名

公務員 ３名

フリーター ２名

学生 ２名

主婦 １名

無職その他 10名

0%
18%

21%

8%
28%

25%

指導者年齢層

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０歳以上
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

・対象：部活動指導員、公認地域クラブ代表者・指導者、地域指導者

・目的：すべての地域指導者が専門性の高い技術指導に加え、安全・

安心な指導、そして、豊かな人間形成をねらった教育的指導を行うことで、

従来の学校部活動以上に質の高い指導体制を整えることを目的とする。

【安全管理研修】

・内容：救命救急講習を消防署で実施。心肺蘇生法の実技と座学を行った。

【資質向上研修】

・内容：大学の先生を講師として招き、コーチング理論について学んだ。

【子ども理解研修】

内容：今の子どもたちの実態を理解し、実態を踏まえ、シミュレーション研修を

実施した。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

今後の課題と対応方針

【研修を受講された方の感想】

・資質向上研修を受講して、「コーチ」とはどうあるべきか、見直すことがで

きた。クラブ会員との関わり方や声の掛け方を見直していきたい。

・子ども理解研修を受講して、現在の子どもの実態を理解することができ

た。各事例をもとに、グループで対応方法を検討することで、場面に応じ

た指導方法を学べた。

・安全管理研修を受講して、心肺蘇生法とAEDの使い方を理解した。

現在クラブでの活動を行っている中で、熱中症への対応が多いので、次

年度の研修では、熱中症への対応方法を学んでいきたい。

・それぞれの研修で実践的な指導方法を学べたので、来年度以降はもっ

と早いタイミングで研修を実施してほしい。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日： ５月 26日（日）安全管理研修

８月 ５日（月）資質向上研修

８月 28日（水）子ども理解研修

・開催回数： ３ 回

・参加人数： 20〜40 人程度（各研修）

・平日だと仕事の都合上、参集型の研修に参加できなかった方がいた。

・研修に参加できなかった方には、動画を視聴し、レポートを提出して研

修の受講を認定したが、指導者の方の年齢層が高く、ICTでの対応に苦

慮したケースが多かった。

・もっと早い時期に研修を行って欲しいという意見があり、来年度は、５月

末までに研修を開催する方向で調整している。



9

2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

○学校と連携して進めていくため、

年５回の小中学校校長会で説

明した。また、小学校校長会１

回、中学校校長会２回において、

詳細な内容を説明した。

○市内９中学校の新入生説明

会において、令和８年夏に設立

される、かけがわ地域クラブ等を

説明した。

○各種目の理事会等において、

かけがわ地域クラブ等を説明した。

○小中学校校長会、小学校校長会、中学校校長会において、行政、地域、学校、家庭等が担う役割を説明し、

掛川市が目指す、市民総ぐるみの地域展開を周知した結果、募集チラシの配布や学校施設の利用等の協力を

得ることができた。

○各校の協力を得て、新入生説明会において説明を行ったことにより、市内の小学６年生と保護者に、掛川市が

目指す、市民総ぐるみの地域展開を周知することができた。

○各種目の会長や理事長の要望に応え、理事会の中で、かけがわ地域クラブ等の説明をする時間を設け、理事

や指導者等に、掛川市が目指す、市民総ぐるみの地域展開を周知することができた。

○競技団体の多くは、役員の高齢化が深刻

である。そのため、指導を希望する教職員等

と連携し、持続可能な組織体制となるように、

競技団体の在り方を検討する必要がある。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

なし。

バス等の運行実績 バス等の運航経費・収入

なし。
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

○サッカーにおいては、市内の南

北で３クラブ創設する予定であり、

サッカー部がない南部地域では、

FC掛川Southを早期創設した。

○参加範囲については、会場や

指導者の関係で設定しているが、

参加者の事情等により、配慮す

る。

○他市との連携なし

○令和８年夏までに、市内の全ての運動部活動をかけがわ地域クラ

ブへ展開する。

○平日の夜間に活動する会場の確保が課題である。

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針

○令和８年夏に設立される、かけがわ地域クラブに向けて、サッカー

クラブを早期に創設した結果、参加者のニーズや中体連等の大会

参加における課題等を把握することができた。

取組の成果

移動手段 事務局運営の方法

○各自（自転車・自動車） ○掛川市スポーツ協会が事務局と

なる。
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

○かけがわ地域クラブ実施体制

案をホームページに公開し、市内

の小中学生へのニーズ調査を実

施した（９月実施 対象：小

学４〜中学３年生）。

参加人数
2,752人（小学生）
2,548人（中学生）

指導者数 ０ 人

属性 小学４〜６生（84％） 中学１〜３年生（回答率81％）

具体的な内容
小学生：令和８年夏のかけがわ地域クラブの参加状況等
中学生：部活動の満足度等

活動の詳細
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 オ：内容の充実②

○中学生１年〜３年生を対象としたアンケートの結果より、部活動終了時間を教員の勤務時間内で終えることにした影響（令和６年度より実施）は、

特に２、３年生にあったことが明らかになった。ただし、例年より活動時間が増えることになる今年度の冬にアンケートを実施した場合は、異なる結果になると

予想される。また、「チャレンジしたい活動に取り組めるか」という質問については、部活動でもクラブ活動でも多くの生徒が取り組めていると答えている。

取組の成果

今後の課題と対応方針

○令和８年夏の部活動廃止に向けて、かけがわ地域クラブにおけるガイド

ラインを協議しているが、種目により練習や大会（コンクール）での活動時

間の考えが異なり、適正な基準を設定することが困難である。今後は、か

けがわ地域クラブのガイドラインだけで判断するのではなく、各種協会連や

連盟等によるガイドラインや指導方針も踏まえて、各種目に適した活動時

間、内容となるように、関係団体と協議をする必要がある。また、部活動の

ように１種目のみで活動するという考え方ではなく、複数種目に活動できる

ように、各クラブの活動においても、月に１、２回活動するクラブやシーズン

によって行うクラブ等、多種多様な地域クラブを充実させる方針である。
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

○実証事業における収支構造の可

視化を行い、適切な受益者負担の

設定や公的資金のバランスについて

検証を行った。

○経済的困窮世帯の児童生徒が、

かけがわ地域クラブ活動に参加する

場合に、参加費等の一部を減免す

る等の支援の在り方を検討した。

サッカークラブ（FC掛川South）

・事務局人件費（100千円）

・会議費（60千円）

・システム整備に係る経費（０千円）

・ホームページ構築費用（０千円）

※掛川市スポーツ協会の既存のシステムやホーム

ページを利用しているため。

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析

サッカークラブ（FC掛川South）

・会場借料（163千円）

・事務局人件費（750千円）

・指導者謝金（557千円）

・消耗品（161千円）

・チーム登録料・大会参加料等（76千円）

・連絡アプリ使用料等（47千円）

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

令和６年度において、ランニングコストのみで考えると、サッカークラブを運

営するためには、およそ175万円必要だった。受益者負担を月5,000円

とするなら、各クラブにおいて、年間30人程度の参加者で自走できる試

算となる。

収支バランス

令和６年度においては、ランニングコストのみで考えると、サッカークラブに

おいて、市区町村委託費が63％、受益者負担が37％だった。
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

○実証事業における収支構造の可視化を行い、適切な受益者負担の

設定や公的資金のバランスについて検証を行った結果、大会等に参加す

る場合は、令和６年度と同様の経費で運営できると思われる。そのため、

年間30名程度の参加者であれば、サッカークラブにおいては受益者負担

のみで自走できると考えられる。

○経済的困窮世帯の児童生徒が、かけがわ地域クラブ活動に参加する

場合に、参加費等の一部を減免する等の支援の在り方を検討した結果、

現在の市内の対象者は 250名程であり、国基準の全額支給

（30,150円）を支給する場合は、7,500,000円の財政負担となるこ

とが明らかになった。令和８年夏から活動を始めるかけがわ地域クラブの

年間活動費用額は、約70,000円であり、今後は適切な支援額の設定

や方法を協議する。

取組の成果

・令和７年１月時点の公認地域クラブの平均年間費用額：50,400円
※部活動の受け皿となるクラブになる公認地域クラブは、令和
８年夏以降の費用で試算

・令和８年夏以降の部活動の受け皿となるクラブの平均年間費用
額：88,700円
※公認地域クラブから創設済みの部活動の受け皿となるクラブは除く
（野球２、バレー５、卓球２、テニス３、バスケ６、陸上２、サッカー２）の

運動22クラブ
（吹奏楽３、デジタル１、美術１、料理１）の文化６クラブ

かけがわ地域クラブの年間活動費用額 平均：69,550円

今後の課題と対応方針

実証事業において、これまでの部活動と同じように大会に出場するサッカー

クラブでは、年間30名程度の参加者により、受益者負担でも自走できるこ

とが明らかになった。しかし、人数が増えることにより、活動場所の問題や成

果発表の機会の問題等が考えられえるため、令和７年度に収支構造の

可視化を行い、適切な受益者負担設定や公的資金のバランスについて検

証を行う必要がある。また、多くの地域クラブは平日の夜間に活動するため、

サッカーや軟式野球、陸上競技やソフトテニス等の種目で充実した活動を

行うためには、夜間照明等の環境整備が必要になる。
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

取組事項

今後の課題と対応方針

○運営主体となる掛川市スポーツ協会と拠点会場

となる学校を訪問し、理解を高めることで、運営主

体及び地域指導者と学校の繋がりを深めることがで

きた。その結果、平日の夜間練習においては、年間

を通して、水曜日を大須賀中学校、金曜日を大渕

小学校を利用することができた。

取組の成果

○令和８年夏の部活動廃止後、かけがわ地域クラブの活動は、学校体

育施設等を利用する予定である。今後、平日の夜間の活動を充実させる

ためには、拠点校となる学校体育施設に、夜間照明の設置等の環境整

備が必要になる。そのため、学校施設の利用調整に係る業務を、運営主

体となる掛川市スポーツ協会や学校開放事業を担っている文化・スポーツ

振興課と連携し進めていく。

○保護者等に負担が見込まれる受益者負担を低廉な額とすることや、生

徒の安全を確保するため、学校体育施設を中心に実証事業の活動を実

施するよう調整を行った。

○運営主体となる掛川市文スポーツ協会と拠点会場となる学校を訪問し、

事業の協力及び施設の利用について調整を行った。
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2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

●取組項目名 ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○掛川市スポーツ協会が運営主体の部活動の受け皿となるクラブでは、指導方針等を各競技団体が担っている。しかし、競技団体の多くは、役員の高

齢化が深刻である。そのため、指導を希望する教職員等と連携し、持続可能な組織体制となるように、競技団体の在り方を検討する必要がある。

○令和８年夏のかけがわ地域クラブ創設に向けて、休日だけでなく平日も含めたスポーツ・文化芸術活動への展開に向けた取組等を実施し、課題の抽

出や課題解決策の検討等を行った。

・指導者の属性

○会社員等

・配置の工夫

○複数体制となるように指導者を

配置した。

指導者の属性や配置の工夫

○特になし。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果

○サッカークラブにおいては、平日の夜間の活動も休日の

活動も、同じ指導者が指導をすることができた。そのため、

年間を通して、一貫した指導を実施することができた。
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2.実証内容と成果①

総括・成果の評価・今後に向けて

●成果の評価●総括

サッカークラブにおいては、１００％受益者負担で運営することはできなかった。今後、

参加者が増えない場合は、学校施設の利用等以外に、参加費用負担を抑えるため

には、企業の協賛や行政の支援が必要になるため、持続可能な運営ができる仕組み

を構築する必要がある。

●今後に向けて

かけがわ地域クラブ設立連絡協議会において、令和

６年９月に実施したアンケート結果を基に、令和８

年夏に創設される「かけがわ地域クラブ」における、部

活動の受け皿となるクラブ数を協議した。各種目にお

いては、現状の部活動数に近いクラブ数を創設する

計画であったが、今後の少子化、子どものニーズの多

様化、指導者確保の難しさ等により、10年先でも活

動できるクラブを目指し、クラブ数、活動日数等を検

討することになった。また、かけがわ地域クラブでは、受

益者負担により、自走できる運営を目指している。そ

のため、今年度は部活動の受け皿となるクラブである

サッカークラブの活動から、参加者費用負担の支援

等を検討した。そして、部活動廃止後の放課後の活

動については、令和６年９月に実施したアンケート結

果において、子どものニーズが高かった放課後のマルチ

スポーツ活動を全中学校で実施し、部活動廃止後

の放課後の在り方を検討した。

かけがわ地域クラブ設立連絡協議会において、令和６年９月に実施したアンケート結

果を基に、令和８年夏に創設される「かけがわ地域クラブ」における、部活動の受け皿

となるクラブ数を協議した結果、運動部活動の受け皿となるクラブ数を決定することが

できた。また、子どものニーズに応えるクラブにおいては、すでにバドミントンクラブを市内で

４クラブ設立することができており、それ以外のクラブは、市民団体が運営主体となるク

ラブで対応することになった。令和７年２月時点で、掛川市教育委員会が公認した

公認地域クラブは市民団体のクラブが３７クラブ（スポーツは２４クラブ）あり、今後

も、多種多様なクラブが創設されると思われる。

放課後のマルチスポーツ活動を全中学校で実施した結果、種目ごとに適した会場や、

子どものニーズが高い種目等を把握することができた。
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2.実証内容と成果②

アンケート結果・参加者の声

●参加者の声●アンケート結果

Q：令和７、８年の部活動参加希望と、令和７、８、９年度の地域クラブ

活動希望について（サッカークラブ） 中学１年生（サッカークラブ）

このユニフォームを着ると気持ちが入る。ユニフォームを提
供してくれた企業に、試合に勝って恩返ししたいです。

中学１年生（放課後のマルチスポーツ活動）

普段自分から運動するということがほとんど無いのですが、

ダンスフィットネスはとても楽しかったです。教えてくださった方

も明るく良い人で、私も思い切りできたと思います。

指導者（サッカークラブ）

少年団の大会における指導者の役割と、地域クラブの大

会における指導者の役割が異なり戸惑いました。部活動

顧問の先生と同じように大会に参加することは難しいと感

じました。

指導者（放課後のマルチスポーツ活動）

今回は部活単位で参加ていましたが、次回は競技志向か

エンジョイ志向など、目的別の活動にする方が、より効果

的だと思います。

Q：放課後のマルチスポーツ活動の満足度について（中学生：３０８人回答）
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2.実証内容と成果③

アンケート結果・広報資料

掛川市では、令和８年度に部活動を廃止し、新たなスポーツ・文化芸術

活動「かけがわ地域クラブ」の環境整備へ向け協議を進めている。

部活動廃止による影響を受ける、令和６年度の小学４年生から６年生

には、「かけがわ地域クラブリーフレット」を配付し、活動しているクラブや創設

予定のクラブ等を周知した。

また、子どもたちのニーズに応えることのできるクラブ実施体制を整備するた

め、小学生を対象とするアンケート調査を実施した。

【かけがわ地域クラブリーフレット】 【文化・スポーツに関するアンケート結果】



20

2.実証内容と成果④

参考資料（活動写真）

【サッカークラブ・練習風景】 【放課後のマルチスポーツ活動・ヨーガ】

【サッカークラブ・大会参加 】 【放課後のマルチスポーツ活動・ダンスフィットネス】
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2.実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

ステークホルダー

学校、掛川市スポーツ協会、地域指導者、市長部局、市教委、統括コーディネーター

経過

令和５年度より「かけがわ地域クラブ設立連絡協議会」を設置し、部活動の受け皿となるクラブを中心とするクラブを掛川市スポーツ協会と掛川市文

化財団が運営主体となり、その他の多種多様なクラブは市民団体が運営主体となる新たな地域クラブ体制を令和８年夏までに構築する推進計画

を作成した。令和６年度には、関係団体とコーディネーター、指導者、行政等で組織する指導者会議を各種目で実施し、クラブ活動の実施体制や

指導方針の作成を進めた。

実施内容

掛川市スポーツ協会が運営主体として、部活動の受け皿となるクラブとしてサッカークラブの運営や、放課後のマルチスポーツ活動を実施した。

●実施にあたって生じた課題

種目においては、協会や連盟が指導者を確保することが難しく、指導不足が課題である。そのため、学校や市役所、商工会議所等へ指導者募集の

案内を出すなど、 今後も統括コーディネーターと連携し、地域人材の確保に努める必要がある。

●今後の展開

令和７年度には、令和８年夏に部活動の受け皿となる全てのクラブにおいて、運営主体となる掛川市スポーツ協会と掛川市文化財団により体験活

動を実施する。また、その他の多種多様な地域クラブにおいては、各クラブで体験活動を実施する。この体験会を通して、保護者や児童生徒、学校

関係者や各種目の関係者等に理解と協力を得たい。

令和５年

かけがわ地域クラ
ブ設立連絡協議会
設置

生徒、保護者へ
の説明

令和６年 令和７年 令和８年

実施体制や活
動方針、拠点
校の選定

学校現場との
調整

かけがわ地域クラ
ブ体験活動開始

かけがわ地域クラ
ブ活動開始
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

工程表や図など
※時系列がわかるもの
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